
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 4 月に予定されているセンターのイベント情報や、 

その他のお知らせについてご案内します。 
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漫湖水鳥・湿地センターリニューアルオープン!! 

 

 昨年末から続いていた改修工事も順調に進み、ようやく完成が見えてきました。新しく生まれ変わ

った漫湖水鳥・湿地センターを皆様にお披露目する日まで、あともうひと踏ん張りです。リニューア

ルオープン当日は、ささやかではありますが関係者を招いたセレモニーを行います。もちろん一般

の方のご参加も大歓迎ですので、お時間のある方はぜひお越しください。 

 

「漫湖水鳥・湿地センターリニューアルオープンセレモニー」 

■ 日 時 ： ２０１4年 3 月 30日（日）  １３：３０～ 

■ 場 所 ： 漫湖水鳥・湿地センター入り口前広場 

■ 概 要 ： 関係者による挨拶とテープカットに加え、漫湖水鳥・湿地センターの新キャラクターの 

愛称発表と、採用された方への記念品贈呈等を行います。 

 

朝、木道脇のヨシの葉に露が落ちていた。葉の上の

無数の水滴は、朝日を浴び、まるでスワロフスキーのクリ

スタル・ガラスのようにキラキラと輝いている。やがて気温

が上がるとすぐに蒸発して消えてしまうその光景は、朝の

ほんのわずかの間しか見られない。この忙しい現代社会

において、そんな事にいちいち目を向けている程、今の大

人は暇じゃないことは十分理解している。だからこそ、その

時のわずかな時間はものすごく特別な感じがした。 

最近、缶コーヒーのラジオ CM で流れていた面白いセリ

フがある。「スマートフォンは様々な情報に溢れているが、

目の前の情報には欠けている。」これは、「ながらスマホ」

を揶揄した話のオチなのだが、すごくうまい表現だ。そう

だ！私たちはもっと目の前の出来事に目を向けるべきだ。 

漫湖水鳥・湿地センターに新しい仲間が加わりました!! 

 

  漫湖水鳥・湿地センターのリニューアルにあわせて公募していました、「クロツラヘラサギ」と「トン

トンミー」の新しいキャラクターの愛称が決定しました。今回は７５２点というたくさんの応募がありま

した。その中から、それぞれのキャラクターにふさわしく、たくさんの人に親しまれる愛称を、漫湖水

鳥・湿地センター管理運営協議会のみなさんが厳正に選考して決めました。決定した愛称は以下の

通りです。漫湖水鳥・湿地センターの新しい仲間をヨロシクお願いします。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 モニタリングフィールドで観察しや

すい水鳥にアカアシシギがいる。ア

カアシシギは、柔らかい干潟だけで

なく、陸側の少し硬めの干潟でもカ

ニを採って食べているので、他のシギ

チに比べて近くで観察できるのも嬉し

い。この日の夕方も、満潮の時刻で

はあったが木道の近 くを泳いでいた

…。あれ？チョット待てよ、アカアシシ

ギって泳げただろうか？確かに、第３

～４趾の基部のところに、半蹼状の

水掻きがあるのは分かるが、泳げると

は聞いたことが無い。でもこの日は明

らかに泳いでいるように見えたのだ。

はて、どっちなのだろうか？ 

 

 

 

1, キジバト 26, リュウキュウツバメ 

2, ササゴイ 27, シロガシラ 

3, アオサギ 28, ヒヨドリ 

4, ダイサギ 29, ウグイス 

5, チュウサギ 30, メジロ 

6, コサギ 31, シロハラ 

7, クロツラヘラサギ 32, イソヒヨドリ 

8, オオバン 33, キセキレイ 

9, ムナグロ 34, ハクセキレイ 

10, ダイゼン 35, カワラバト※ 

11, タシギ 36,  

12, チュウシャクシギ 37,  

13, ダイシャクシギ 38,  

14, ホウロクシギ 39,  

15, アカアシシギ 40,  

16, アオアシシギ 41,  

17, クサシギ 42,  

18, キアシシギ 43,  

19, イソシギ 44,  

20, ミサゴ 45,  

21, サシバ 46.  

22, カワセミ 47.  

23, ハヤブサ 48.  

24, ハシブトガラス 49.  

25, シジュウカラ 50, ※は外来種  
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※この観察記録は、毎月実施されている鳥獣保護区

の定点カウントの記録と、センターでの観察記録を基

にまとめたものです。 

 

 

 木道入 り口 の草刈 りをしたせい

か、ヨシに止まっているシマキンパラ

の姿をよく目にするようになった。シマ

キンパラはカゴ脱けの帰化鳥で、い

わゆる外来種だ。国立環境研究所

の侵入生物データベースによると、

「沖縄では１９８８年から野外での報

告がある」とある。漫湖では増えてい

る印象だが、昨年、こども環境会議

に参加した喜如嘉小と久米島ホタ

ル館に関しては、減少しているとの報

告だった。個人的には、シマキンパラ

という名前の響きも、か細い鳴き声も

好きなのだが、「外来種」と聞くと、ど

うも悪者に見られて可哀想である。 

 

 

 

1, コガモ 26, リュウキュウツバメ 

2, キジバト 27, シロガシラ 

3, ササゴイ 28, ヒヨドリ 

4, アオサギ 29, ウグイス 

5, ダイサギ 30, メジロ 

6, チュウサギ 31, シロハラ 

7, コサギ 32, イソヒヨドリ 

8, クロツラヘラサギ 33, キセキレイ 

9, ムナグロ 34, ハクセキレイ 

10, ダイゼン 35, カワラバト※ 

11, コチドリ 36, シマキンパラ※ 

12, チュウシャクシギ 37,  

13, ダイシャクシギ 38,  

14, ホウロクシギ 39,  

15, アカアシシギ 40,  

16, コアオアシシギ 41,  

17, アオアシシギ 42,  

18, クサシギ 43,  

19, キアシシギ 44,  

20, イソシギ 45,  

21, ミサゴ 46.  

22, サシバ 47.  

23, カワセミ 48.  

24, ハシブトガラス 49.  

25, シジュウカラ 50, ※は外来種  
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※この観察記録は、毎月実施されている鳥獣保護区

の定点カウントの記録と、センターでの観察記録を基

にまとめたものです。 

 


